
 

 

 

 

 

 

 
                  

 子どもの自殺防止には、抱える悩みが小さい段階で、その変化に気づいて対

応することが重要です。そうした点から、以下に掲げるゲートキーパーのスキ

ルは、教職員の皆様にも共有していただきたい内容です。 

改めて、気になる子どもがいないか、一人一人をよく見て対応してください。 
               

    

 令和2年11月 神奈川県教育委員会  

自殺に傾くサインへの気づきが大切です 

神奈川県精神保健福祉センター作成 ゲートキーパー資料から 

対応する人のことです。

 

・口数が少なくなった 

・食欲がなくなってきている 

・眠れていないみたい 

・身なりを気にしなくなった など 



 

 

 （生命の危険が迫っている場合等はこの限りではありません） 



 
 

 

 
 
ゲートキーパーは特別な資格ではありません。 

様々な職場で働く人、地域の人、例えば、役所の職員、教師、かかりつけ医、店員、ボラン

ティア、民生委員、児童委員 等 そしてすべての住民がゲートキーパーになれます。 
 

ゲートキーパーの役割は？ 
こころに不調を抱えている人の変化に気づき、声をかけて話をじっくり聴き、必要に応じ

て相談機関につなぎ、その後の生活を見守ることです。また、ゲートキーパーとして得た

知識を伝えていくことも大切な役割となります。 

無理せずにご自身ができる範囲で対応してください。 
 

 

対応する人のことです。

 

○ 県精神保健福祉センターホームページの「リーフ 

レット・チラシ」からゲートキーパー手帳をご覧に 

なることができます。 

 

○ ゲートキーパー養成研修を受けて学ぶことができ 
ます。 

 


